
 

◎ ２学期 終業式（校長の話） 

１年で１番長い２学期が終わりました。今年1年、教育活動へのご支援ご協力
に、心より感謝申し上げます。さて、明日から令和５年１月９日まで１７日間の冬
休みに入ります。（３学期始業式 １月１０日（火））２学期は学習発表会や授業
参観など、来校していただき子どもたちの様子を見ていただくことができ職員一同
うれしく思っています。子どもたちの様子はいかがでしょうか。４月それぞれが入
学・進級して９ヵ月。子どもたちは心身ともにとても成長したことを感じています。
各学年の学級通信に目を通すと「とても成長しました。」と書いてあります。なによ
り、子どもたちが無事に令和４年を終えることがとてもうれしいです。 

本日の終業式で下記のような話をしました。（一部省略します。） 

各学級の学級通信を読むと「とても成長した。」と担任の先生が書かれています。６年生の修学旅
行、５年生の集団宿泊教室、各学年の見学旅行、学習発表会など、行事を通して、また、各学級でみ
んなで協力し何かを作り上げたり、成し遂げたりすることで一人ひとりがとても成長したことを感じ
ます。さて、いよいよ令和４年も終わりです。今度みんなと会うときは令和５年になっています。 

昔から「一年の計は元旦にあり」と言います。これは新たな年の初め、元旦に目標を持つことは、
その年の充実度を左右するといわれます。言葉を変えると「何かを始めるときには、計画をきちんと
立てる必要がある。」ということです。令和５年をどんな年にしたいか、そのためには・・・という
ことを新年に向けて考えてください。例えば「勉強ができるようになる。」という目標があるならば
「毎日コツコツ勉強する。」、「足が速くなりたい。」のであれば「毎日走る。」、「逆上がりがで
きるようになりたい。」のであれば「休み時間に練習する。」、「家族に感謝を伝えたい。」のであ
れば「毎日お手伝いをする。」、「友達をいっぱい作りたい。」のであれば「自分からみんなに挨拶
をする。」など、成長した自分に「何が成長して、何が足りないのか、何を頑張らなければならない
のか、何をもっと伸ばしたらいいのか。」考えて見てください。 

昔、千代の富士という横綱がいました。千代の富士関が通算１０００勝を達成したとき「次の目標
は何ですか。」と聞かれたそうです。千代の富士関は「１００１勝です。」と答えたそうです。小さ
な目標にも聞こえるかもしれませんが、その積み重ねが成長だと思います。最近では熊本出身の野球
選手、村上宗隆選手が日本人最多５６本塁打という記録を達成しました。９月１３日、王貞治選手と
並ぶ５５本目を打ってあと１本。なかなかあと１本を打つことができませんでした。５６号を打った
のは１０月３日最終戦の７回でし
た。５６号本塁打を打つまでの村上
選手の目標はあと１本、５６号本塁
打ではなかったでしょうか。 

年が変わる今、皆さんにも「自分
で考え 自分で決めて 自分でやっ
てみる」目標を見つけ、「責任と実
行」を実践してもらいたいと思いま
す。令和５年がみんなにとって素晴
らしい年になるように・・・。 

◎ 学校閉庁日 

12月28日（水）～1月4日
（水）は学校閉庁日になります。詳
しくは12月1日の安心メールを
ご確認ください。 

 

来年もよろしく 

お願いいたします。 

飽田南小学校だより 

令和４年 12 月 23 日（金） 

文責：校長 赤 星 和 明 
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